
年月日 内容

8月1日 第１回上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会

10月29日 第１回上曽トンネル周辺地域活性化ワークショップ

10月26～28日、11月14日 上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員ヒアリング

11月19日 第２回上曽トンネル周辺地域活性化ワークショップ

11月28日 第２回上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会

12月3日 第３回ワークショップ

12月16日～12月23日 中学生アンケートの実施

1月30日
第３回上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会

上曽トンネル周辺地域活性化基本構想（案）について

2月13日～3月14日 パブリックコメントの実施

３月中旬
第４回上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会

上曽トンネル周辺地域活性化基本構想（案）について

・第3回ワークショップ結果について

参加者15名（3グループに分かれて作業）

地域の目指す将来像について（マップへの落とし込み含む）

・中学生アンケートについて

桜川中学校、桃山学園の中学生対象　332名

回答者　161名

（１）経過及びスケジュールについて

令和４年

令和5年
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上曽トンネル周辺地域 中学生アンケート調査 結果概要 

■調査概要 

対象：桜川市立桃山学園・桜川市立桜川中学校 中学 1年生から中学生 3年生 

方法：WEB回答フォームの URL を生徒に周知 

設問：真壁や上曽トンネル周辺地域に関する設問全10問 

回答数：161 

 

■結果概要 

問３ あなたは真壁が好きですか？ 

 回答者の約5割が「真壁が好き」と回答しており、その割合は年齢が若いほど高くなっており、男

性でその割合が高くなっています。 

 「真壁が好き」と回答した理由として、自然が豊かな点や伝統的な街並みやお祭り等の歴史や

文化があることを理由に挙げる回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「真壁が好き」と回答した理由 抜粋 
「どちらかと言えば嫌い」「嫌い」 

と回答した理由 抜粋 

 自然が豊かだから 

 いろんな文化が楽しめるから 

 古い町並みがあるから 

 歴史のある町並みで田んぼが綺麗 

 お祭りなどがあるから 

 ずっと住んでいるから 

 住みやすくみんな優しいから 

 昔っぽい町がいっぱいあるから 等 

 発展していないから 

 つまらない 

 田舎すぎる 

 何もないから 等 

 

  

総数 161 100.0%
好き 74 46.0%
どちらかと言えば好き 74 46.0%
どちらかと言えば嫌い 10 6.2%
嫌い 3 1.9%

46.0%

46.0%

6.2% 1.9%

好き

どちらかと言えば好き

どちらかと言えば嫌い

嫌い
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問５ あなたは今後真壁に住み続けたいと思いますか。 

 今後の真壁への定住意向について、「一度外で暮らして戻ってきたい」と約 5 割が回答しており

最も多くなっている。「真壁が好き」と回答した人ほど「住み続けたい」との回答は多くなっている

が、「一度外で暮らして戻ってきたい」も約 5割が選択しています。 

 「住み続けたい」との回答の理由としては真壁への愛着や自然や歴史文化を理由に挙げている

人が多く、「一度外で暮らして戻ってきたい」との回答では、都会等一度は外に出てみたいとの

意見が多く、いずれは戻ってきたいという理由も多い。 

 「その他」の回答では“わからない”や“悩んでいる”との回答が挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【クロス集計：真壁への愛着別の回答】 

   

「住み続けたい」と回答した理由 抜粋 
「一度外で暮らして戻ってきたい」 

と回答した理由 抜粋 

 お店を継ぎたい 

 ずっと住んできたから 

 空気が美味しく、落ち着けるから 

 自然がいいから 

 好きだから 

 真壁に生まれたことを誇りに思って

おり、真壁が好きだから 

 歴史を残したい 等 

 他のところにも行きたいから 

 都会に行ってみたい 

 一度違うところに行ってそこで吸収したものを桜

川で生かすため 

 他のところにも住んで挑戦してみたいから 

 真壁以外の町の良さも知りたいから 

 歳を取ったら真壁の自然の中で暮らしたいから 

 1 回故郷を離れるということも大切だと思うから 

等 

  

21.7%

47.2%

24.2%

6.8%

住み続けたい

一度外で暮らして

その後戻ってきたい

住み続けたくない

その他

総数 161 100.0%
住み続けたい 35 21.7%
一度外で暮らして
その後戻ってきたい 76 47.2%
住み続けたくない 39 24.2%
その他 11 6.8%

33.8

12.2

10.0

50.0

51.4

10.0

12.2

25.7

80.0

100.0

4.1

10.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

好き

どちらかと言えば好き

どちらかと言えば嫌い

嫌い

住み続けたい 一度外で暮らしてその後戻ってきたい 住み続けたくない その他
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問７ 大事にしたい良いところ、未来に残したい良いところなど、あなたの地域の“推し” 

（他の人に勧めたいモノ、コト（体験・経験）、人など ）とその理由を教えてください。 

 歴史的な真壁の町並みや伝統的な祭りや真壁伝承館、自然豊かな環境やりんりんロードや真

壁のひなまつりといった意見が多く上がっています。 

 

問８ 上曽トンネル周辺地域にあなたが必要だと思う場所やもの、コト（体験・経験 ）をお

しえてください。 

 公園や飲食店が必要との意見が多く上がっていた。その他に宿泊施設や商業施設、みんなで集

まれる場所等の意見が挙がっています。 

 

問９ 上曽トンネル周辺地域について、今後どのような地域になってほしいですか。 

 上曽トンネル周辺地域の今後について、「自然が大切にされ、美しい景色や景観がある地域」を

選択する人が最も多く全体の約 5 割が選択。「多くの人が訪れ、観光でにぎわっている地域」、

「魅力的なお店がある活気のある地域」が続いています。 

 地域への愛着別や定住意向別でも上位項目に大きな変化はないが、「住み続けたくない」と回

答した人は魅力的な店舗や子育て環境の向上を望む意見が多くなっています。 

 「その他」の回答では発展して便利な地域等の回答が挙がっています。 

 

 

 

  

総数 161 100.0%
自然が大切にされ、美しい景色や景観がある地域 86 53.4%
多くの人が訪れ、観光でにぎわっている地域 78 48.4%
魅力的なお店がある活気のある地域 76 47.2%
自然を活用した様々な体験ができる地域 55 34.2%
地域の歴史・文化が大切にされている地域 46 28.6%
子育てが楽しいなど家族が暮らしやすい地域 43 26.7%
地域の歴史・文化を多くの人が楽しめる地域（知れる・活用できる場が多い） 33 20.5%
人と人が交流できる場が多くある地域（地域の人も外の人も） 33 20.5%
人と人のつながりが多くある地域 31 19.3%
その他 2 1.2%

53.4
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28.6
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20.5

20.5
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自然が大切にされ、美しい景色や景観がある地域

多くの人が訪れ、観光でにぎわっている地域

魅力的なお店がある活気のある地域

自然を活用した様々な体験ができる地域

地域の歴史・文化が大切にされている地域

子育てが楽しいなど家族が暮らしやすい地域

地域の歴史・文化を多くの人が楽しめる地域（知れる・活用できる場が多い）

人と人が交流できる場が多くある地域（地域の人も外の人も）

人と人のつながりが多くある地域

その他
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【クロス集計：真壁への愛着・定住意向別の上位回答】 

 
「真壁が好き」と回答した人 

「真壁に住み続けたい」と 

回答した人 

「真壁に住み続けたくない」

と回答した人 

1

位 

自然が大切にされ、美しい景

色 や 景 観 が あ る 地 域

［55.4％］ 

多くの人が訪れ、観光でにぎ

わっている地域［60.0％］ 

魅力的なお店がある活気のあ

る地域［64.1％］ 

2

位 

多くの人が訪れ、観光でにぎ

わっている地域［54.1％］ 

自然が大切にされ、美しい景

色や景観がある地域 

［45.7％］ 

多くの人が訪れ、観光でにぎ

わっている地域［51.3％］ 

3

位 

自然を活用した様々な体験が

できる地域［39.2％］ 

魅力的なお店がある活気のあ

る地域［42.9％］ 

自然が大切にされ、美しい景

色や景観がある地域 

［46.2％］ 

4

位 

魅力的なお店がある活気のあ

る地域［37.8％］ 

自然を活用した様々な体験が

できる地域［40.0％］ 

子育てが楽しいなど家族が暮

らしやすい地域［38.5％］ 

5

位 

地域の歴史・文化が大切にさ

れている地域［29.7％］ 

地域の歴史・文化が大切にさ

れている地域［28.6％］ 

地域の歴史・文化が大切にさ

れている地域［30.8％］ 

 

 

 

問 10 上曽トンネル周辺地域であなた自身がこれからやりたいこと、関わりたいこと、将

来的にはどんな暮らし方をしたいかなど、自由に考えやアイデアを書いてください。 

 以下に一部意見を抜粋して記載します。 

 

 伝統的工芸品づくりなどの歴史を身近に体験できるようにしたい。 

 大人になっても、ひなまつりや夏祭りに行きたい 

 昔のことにもっと触れたい 

 真壁の町並みを守っていきたい 

 もし真壁が子育てしやすいまちになっていれば、結婚後も真壁で生活したい 

 たくさんの人が訪れる町にしたい 

 ボランティアなどをして自然を壊さない活動をする 

 自然あふれている地域にしたい 

 観光客がたくさん来てにぎわっている暮らし 

 祇園祭などの行事に取り組みたい  

 子供が自由に遊べる場所を作りたいし楽に楽しめる所にしたい 

等 
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桜川市上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会設置要綱 

 

令和４年６月８日 

桜川市告示第８６号 

（設置） 

第１条 上曽トンネルの開通に伴い、周辺地域の魅力を高め、広く発信することによ

り、地域の活性化を図るため、上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を掌握する。 

（１） 上曽トンネル開通に伴う地域活性化のための基本構想及び各計画策定に関

すること。 

（２） 前号に掲げるもののほか、必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、１５人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから桜川市（以下「市」という。）が委嘱する。 

（１） 識見を有する者 

（２） 市議会議員 

（３） 各種団体の役員等 

（４） 市職員 

（５） その他市が必要と認める者 

３ 委員の任期は、委嘱を受けた日から基本構想及び各計画策定に係る審議が終了す

る日までとする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に、委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

４ 委員会は、災害等やむを得ない事情があるときは、書面、オンライン会議等、そ

の他の手段をもって代えることができる。 

（意見の聴取） 
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第６条 委員長は、必要があると認めるときに関係者の出席を求め、その説明又は意

見を聞くことができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、企画課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、公布の日から施行する。 

（委員召集の特例） 

２ この告示の施行の日以後最初に招集される委員会の会議は、第５条第１項の規定

にかかわらず、市長が招集する。 

（この告示の失効） 

３ この告示は、第２条に規定する所掌事務が終了した日をもって、その効力を失う。 
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【委員】

職　　　名 氏　　名 役職

1 識見を有する者 筑波大学システム情報系教授 藤川　昌樹 委員長

2 市議会議員 市議会議員 小林　正紀

3 千年の森の会　代表 櫻井　崇

4 ディスカバーまかべ　副会長 田中　宣寛

5 まかべ日和の会　代表 田中　良枝

6 桜川市区長会真壁支部　会長 常盤　惠一 副委員長

7 桜川本物づくり委員会　代表 西岡　勇一郎

8 桜川市観光協会　会長 橋本　慶晴

9 真壁石材協同組合　理事長 林　清

10 桜川市商工会　会長 皆川　光吉

11 真壁のひなまつり実行委員会　委員長 村上　宏

12 まかべ♡街灯りプロジェクト　代表 村上　頼子

13 市職員 桜川市　副市長 小林　達徳

上曽トンネル開通に伴う地域活性化委員会委員名簿

各種団体の役員等
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